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背景・目的 

・透析患者のサルコぺニア・フレイル予防において 

 たんぱく質摂取量を確保する事が重要である。 

・同時に高リン血症による動脈硬化、骨の石灰化に 

 よる転倒のリスクを避ける為にリンコントロールを 

  良好に保つ必要があるが、リンを制限するとたんぱ 

 く質摂取量が減ってしまうという問題がある。 

・たんぱく質量を維持し、リンコントロールを良好に 

 保つためにはリン/たんぱく質比についての理解が 

 必要と考え、資料を作成し栄養指導を行った。  

 



対象・方法 
＜対象＞ 

当院の維持透析患者（期間中入院なし）のうち血清リン

値が6.0㎎/dl以上の30人（男性22人、女性8人、平均年

齢62.5歳）リン吸着薬は全員使用している。 

 

 

＜方法＞ 

血液検査1週間前に資料を使用し栄養指導施行。指導後

の血液検査で血清リン値6.0 mg/dl以上だった患者には

再度指導した。効果については血清リン値で評価した。 

12月5日 
採血① 採血② 採血③ 

12月19日 12月26日 

★1回目指導 ★再指導 

薬剤数 １剤 ２剤 ３剤 ４剤 

人数 ９人 １５人 ５人 １人 
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結果 
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    患者の資料に対する主訴 
指導でリンの数値が改善した患者 

・肉や魚は加工品でない物をなるべく食べるようにし 

 た。リンたんぱく比の高い加工品は、特に控えた。 

・指導で聞いたリンたんぱく比の高いものは食べない  

 ようにした。 

・リンたんぱく比の高い食品を使用している料理も控え 

 た。もしくはその食品を除いて食べた。 

指導でリンの数値が改善しなかった患者 

・指導で聞いたリンたんぱく比の高いものは食べない 

 ようにした。→詳しく聞くとリンたんぱく比の高い   

 「食品」は控えていたがその食品が含まれる「料理」 

 までは控えられなかった。 

※リンの数値が改善しなかった10人の患者は男性10名、 

  女性0名 



資料 



改善後 



食品     料理   

資料改善点 

チーズ グラタン 

牛乳 シチュー 

ハム サンドイッチ 

鶏肉 から揚げ 



考察 
 

・今回の指導で、血清リン値は低下し、ｎPCRは変化がな
かった。採血結果から評価すると指導が有用だったと考え
られる。 

 

・習慣的に料理をしない患者にとっては「食品のみ」
で示した資料が理解しにくいようであった。その為、
「リン/たんぱく質比の高い食品が使用されている具
体的な料理」で示した資料の必要性を感じた。 

 

 

 



結語 

 

 

・指導に使用する資料は、患者の反応、主訴から問題  

 点を見つけ、改善していく必要がある。 

  

・また、検査数値が改善しなかった際は再指導を行い  

 長期的な介入をしていくことが今後の課題である。 

  


